
十三小は、建て替えることが決まりました。

新しい十三小に関する基本計画を、令和６年３月頃に策定します。

学校の建て替えでは、教育活動の充実、

教育環境の向上を図るとともに、小学校へ

地域学習・コミュニティ機能を複合化する

ことにより、”小学校を地域の核”とした

地域コミュニティの醸成を図っていくこと

を目指し、取組を進めています。

◆オープンハウスでは、整備方針や施設の概要、学校や地域センター

の利用者から寄せられご意見、複合施設に関する全国の事例などを、

パネル展示で紹介します。
１３小マスコット トミー

小平第十三小学校
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◆オープンハウスでは、以下の内容のパネルを展示します。

１．事業概要（キッズ版もあります）

２．現在の小平第十三小学校の概要

３．建て替えに関する児童・教職員アンケート結果

４．公共施設利用者・利用団体ヒアリング結果

５．学校施設複合化事例

６．公共施設マネジメントについて

当日、アンケートをお配りします。

ご協力おねがいします。

１３小マスコット
トミー

パネルの説明を行います！
7月28日(金)：10:30、15:00
7月30日(日)：10:30、11:30、14:00、15:00、16:00

各回１０分程度 時間に合わせて、会場にお越しください。

展示のイメージ

● パネルの内容は、市のホームページでもご覧いただけます。

市のホームページから「学校更新ニュース 13小-2」

で検索いただくか、右の二次元コードからご覧ください。

● ご質問がある方は、当日担当者にお声がけいただくか、

メール等で教育総務課施設更新担当へご連絡ください。

● 会場へのお車での来場はお控えください。 二次元コード
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学校建て替えに関する児童アンケート（小平第十三小学校） 

調査日：令和５年（２０２３年）５月２６日～令和５年（２０２３年）６月２日 

対 象：５年生と６年生の児童 

多かった回答 

・動物を飼いたい（ウサギ、鳥など）、動物と触れ合いたい

・校庭に遊具が欲しい ・でっかい遊具で遊びたい

・校庭でサッカー、野球、プール、バスケットがしたい

・屋上に行きたい、屋上でお弁当を食べたい ・友達と遊ぶ、校庭でみんなとお弁当を食べる

多かった回答 

・芝生、校庭の芝生、きれいな芝生

・タイサンボク ・ふたご山 ・魚 ・すいそう ・自然

・たくさんの遊具、バスケットゴール ・給食、給食がおいしい、学校で作る給食

・図書室 ・音楽室 ・ランチルーム ・保健室

・トミー(マスコット) ・校歌 ・十三小の校庭で(歌)

・先生、先生が優しい ・たてわり班 ・おもいやり ・あいさつ

多かった回答 

・屋上 ・プール、屋上でプール、室内プール、温水プール、50 メートルプール

・広い図書室、本を静かに読める場所、青い鳥文庫室、恋愛本 ・自習室、休憩所

・第二体育館、体育館をもっと広くしたい

・バッティングセンター、野球ができるグラウンド、野球クラブ

・テニスコート、サッカーゴール、バスケットゴール

・ブランコ、シーソー、ターザンロープ、滑り台、アスレチック、トランポリン、ボルダリング

一輪車、痛くない運動用マット、新しい遊具

・ひとりひとつのロッカー、教室内のロッカー、広いロッカー、衣類ロッカー

・エアコン、体育館にエアコン、各教室に扇風機 ・座ると暖かい便座、エスカレーター

・動物、動物と触れ合える場所、魚

・スクールバス

・文化祭(お祭り)

質問１ 新しくつくられた学校でやってみたいことをおしえてください。 

どんなことでもＯＫです。 

質問２ 十三小の良いところとして、今後も残したいものを教えてください。 

質問３ 「学校にこんなもの（こんなところ）があったらといいな」と思うことをおしえてくだ

さい。 
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多かった回答 

・昔遊び

・逃走中、鬼ごっこ、サッカー、運動会、ドッヂボール、いろいろな遊び

・卓球、カードゲーム、ボードゲーム、トランプ

・地域の人と工作がしたい

・地域の人に何かを発表する機会がほしい

・音楽会

・十三小フェスティバル

・調理実習

・小平市はどんなところなのか詳しく知りたい（自分たちが知らないことがあるかもしれないから） 

・畑仕事の手伝い

・公園の掃除・ゴミ拾い・ボランティア

・餅つき

・みんなと仲良くする

・一緒にご飯を食べたい

・地域の人も来れるお祭り

・町探検

質問４ 学校と地域が交流できるしせつにする計画があります。 

地域の人と一緒にやってみたいこと、できたらいいなと思うことはありますか。 
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学校建て替えに関する教職員アンケート（小平第十三小学校） 

調査日：令和４年（２０２２年）５月２５日～令和４年（２０２２年）６月８日 

・集会室、多目的ホールのような広い部屋 ・学年が集まれるようなオープンスペース※１

・クールダウンスペース※２ ・着替え等で使える部屋 ・広いランチルーム ・配膳室

・子どもたちが色々な運動に親しめる場所

※１：教室に隣接、近接した多目的スペース。

※２：気持ちを落ち着かせてパニックを防ぐことを目的としたスペース。

外部の音や視線の遮断、掲示物をなくして見える情報を減らすなど様々な方法があります。 

【メリット】 

・地域、多世代との交流の機会の増 ・学校が地域の目にふれる機会の増

・学童へのアクセス性の向上 ・多様な住民サービスの提供 ・地域の教育の拠点化

【デメリット】 

・セキュリティー面での不安 ・感染症予防

【教室】 

・収納スペースが足りない ・教室が狭い ・教室の造りが統一されていない

・音楽室の隣に図書館があるのはよくない

【廊下】 

・狭い（広くしてほしい） ・暗い

【校庭】 

・芝生を継続したい ・芝生管理のための電源や水道の適切な配置

【体育館】 

・空調設備の設置 ・風通しが悪い ・校舎との一体化 ・大道具等が置けるスペース

質問１ 今後教育活動を行うにあたって、どのような活動をする場（空間）が欲しいですか。そ

こを活用する活動など、その理由とともに教えてください。 

質問２ 建て替えに合わせて、学童クラブのほか、（仮称）十三小地区交流センターを十三小に複

合化する予定です。他の施設との複合化によるメリット、デメリットだと思うことにつ

いて教えてください。 

質問３ 現状の学校施設・設備についてお聞きします。 

それぞれ良いと思うところ・こうした方がよいと思うところについて教えてください。 
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 小平第十三小学校は、１９６８年（昭和４３年）に建築され、建物の老朽化が進んでいる

ことなどから、建て替えることを決め、新しい小平第十三小学校に関する基本計画を令和５

年度末までに策定する予定です。 

 小平第十三小学校の更新においては、（仮称）十三小地区交流センターを複合化し、小学校

を地域の核とした地域コミュニティの醸成を図っていくこととしています。 

今回は、通学区域内の地域コミュニティ施設において活動している利用者の方を対象にヒ

アリングを開催し、延べ２８名の参加をいただきました。

ヒアリングの目的

新しい地域コミュニティ施設においても活動が継続できるように配慮するとともに、地域

住民が主体的に活動を行い、多様なコミュニティが集まり連携していくことができる施設づ

くりを目指すことから、小学校へ複合化されるにあたって期待する点や考慮すべき点等につ

いて、ご意見をお聞きしました。 

  小川西町中宿地域センター(12/13) 

  でのヒアリングの様子 

【開催日等】 

① 令和４年１２月１３日（火）

１４時３０分から１６時００分

場所：小川西町中宿地域センター

参加人数：１５名

② 令和４年１２月１４日（水）

１４時３０分から１６時００分

場所：小川西町地域センター

参加人数：８名

③ 令和４年１２月１６日（金）

１８時３０分から２０時００分

場所：小川西町地域センター

参加人数：５名

小平市公共施設マネジメントニュース 
令和５年１月号 

「（仮称）小平第十三小学校等複合施設の更新等に関する基本計画」 

策定に向けた公共施設の利用者・利用団体ヒアリングを開催しました 
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設問①：現施設で利用しやすい点、残したい点 

・集会室は現在の広さが必要。

・小川西町中宿地域センターの集会室は、天井が高く開放感があってよい。

・床はフローリングの方が、足が引っ掛からずダンス活動がしやすいし、高齢者にとっても

危険にならない。

・和室は子どもがいる親にとってはよいが、高齢者は椅子がある部屋の方がよい。

・現在のようにロビーに机と椅子があれば、ちょっとした話し合いをすることができてよい。 

・現施設はバリアフリーなので車椅子やベビーカーも入りやすい。

・利用方法、予約方法は現在のものを継続してほしい。

・立地は現在のほうがよい（特に小川西町中宿地域センター利用者）。十三小になると遠く

なり、高齢者では行きづらくなる。

設問②：小学校へ複合化されるにあたって期待する点 

・複合化は、地域コミュニティの醸成のためのきっかけになると思う。

・地域の利用者が、子どもたちのために何ができるかを考えるようになると思う。

・児童、保護者、先生と地域の利用者の交流が増え、顔見知りになれば、見守り等の防犯面

での効果や、日常生活への注意ができるようになる等の効果が期待できると思う。

・放課後子ども教室で、サークル利用者が先生となって児童に教えることができるようになる

とよいと思う。

・小学生に限らず、卒業した中学生・高校生の利用もあれば、お互いにとって勉強になると

思う。

・複合化により、青少対まつり等のイベントへの参加者が増えるのではないか。

・児童と地域の利用者の交流ができるスペースがあるとよい。

・学校図書館の地域開放ができるようになれば、地域の利用者による読み聞かせ等により、

多世代交流が深まると思う。

・不登校・引きこもりの子どもの居場所ができればよいと思う。

・民生委員の活動の支えになる場所になればよいと思う。

利用者・利用団体ヒアリングで挙がった主な意見 

いただいた意見は、 

今後の基本計画策定の参考とします。 
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設問③：小学校へ複合化されるにあたって考慮すべき点 

・子どもの安全性、セキュリティの確保が必要。

・セキュリティだけでなく地域交流とのバランスをうまくとってほしい。

・複合化により部屋の予約が取りづらくなる懸念があるので、そうならないようにしてほしい。 

・学校行事の都合により活動が制限されることがないようにしてほしい。

・高齢者、障がい者、子ども等、誰にとっても使いやすい施設にしてほしい（ハード面、ソフ

ト面共に）。

・子どもの声が活動に影響を与えないか心配だが、子どもは大きい声を出すのが当たり前なの

で、それを前提にうまくバランスをとってもらいたい。

・利用者団体同士の連携や運営がうまくいくような仕組みが必要だと思う。

・現在の施設から遠くなる利用者もいるので、交通手段についても考慮してほしい。

・複合化となるので、縦割り行政にならないように気を付けてもらいたい。

【お問合せ】 小平市 企画政策部 公共施設マネジメント課 

〒187-8701 小平市小川町 2-1333  

TEL042-346-9557 FAX042-346-9513 

メールアドレス facility-mg@city.kodaira.lg.jp

設問④：子どもたちや地域のためにできること（地域自治の推進の観点） 

・自分たちが今まで学んできたことや経験してきたことを、地域や子どもたちに還元していき

たい。

・地域の伝統行事を子どもたちに伝えていくことができると思う。

・新たにボランティアを立ち上げ、地域に根付いた活動を行ってはどうか。

・学校の調理室を使って朝食を提供する等の子ども食堂のような活動ができたらよいと思う。

・子どもとのコミュニケーションが増えれば、それぞれの視点で物事を考えられるようになる

と思う。

小川西町地域センター(12/14)でのヒアリング

の様子 小川西町地域センター(12/16)でのヒアリング

の様子 
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市では、将来の人口減少、少子高齢化や施設の老朽化など、公共施設を取り巻く

環境の変化を見据え、公共施設の延べ床面積の適正化や魅力あるサービスの実現

等に向けて、「小平市公共施設マネジメント基本方針」及び「小平市公共施設 

マネジメント推進計画」に基づき取組を進めています。

参考として、ヒアリングの際に参加者にお示しした資料の一部を掲載します。
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学校施設複合化事例 

出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について～学びの場を拠点とした地域の振興と再生を目指して～（平成27年11月 学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議） 
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出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について～学びの場を拠点とした地域の振興と再生を目指して～（平成27年11月 学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議） 
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出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について～学びの場を拠点とした地域の振興と再生を目指して～（平成27年11月 学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議） 
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出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について～学びの場を拠点とした地域の振興と再生を目指して～（平成27年11月 学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議） 

113

201538
新規スタンプ



出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について～学びの場を拠点とした地域の振興と再生を目指して～（平成27年11月 学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議） 
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出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について～学びの場を拠点とした地域の振興と再生を目指して～（平成27年11月 学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議） 
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公共施設には色々な 

役割と特徴があります。 

公共施設について 

「公共施設マネジメント」とは？ 

人口が減り（人口減少）、子どもが減り

高齢者が増え（少子高齢化）、古くなっ

ていく公共施設（公共施設の老朽化）

などに対応し、公共施設を良好な状態

で、将来世代に引き継ぐための取組み

をいいます。 

小平市の公共施設の割合で

一番多いのが学校です。 

その次に、公民館・図書館な

どの「市民文化・社会教育系

施設」、そして市役所などの

「行政系施設」と続きます。 

具体的に 

見ていきます。 
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多くの公共施設が、人口の増加

にあわせて 1960 年代から 1970

年代にかけて建設されました。 

「小平市公共施設白書(令和元年度

改定)」では、これからの公共施設を

取り巻く環境の変化を踏まえ、3 つ

の課題について記載しています。 

約80％以上の建物が、建築から

30年以上経過し、老朽化が進ん

でいることがわかります。 

（老朽化率 50％とは、建築から 30 年が

経過している施設です。建物の寿命は

60 年を目安としています。） 

1960 年代から 1970 年代に建てた

建物が、一斉に建替え時期を迎え

ます。 

また、全ての公共施設を建替える

場合、現在の 2倍以上の予算が必

要となると試算しています。 

【施設の老朽化・ 

更新時期の集中】 

ポイント！ 
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小平市の人口は、2025年の19万

7千人をピークに減少すると推計

しています。ピーク時から 2060 年

までで、約 20%の人口減少が予想

されます。 

また、子どもや大人が減り、高齢

者が増える少子高齢化が進むと

考えられています。 

【人口減少・少子高齢化】 

将来的に、高齢者が増えることで

介護などの社会保障関係費が増

えます。 

一方で、働き盛りの大人（15～64

歳）の人口が減ることで税収が減り、

市の税収と支出のバランスが悪化

することが想定されています。 

【財政バランスの悪化】
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「いつまでも」 
現世代のみならず、子や孫といった将来 

世代まで持続可能 

「わくわくする場」 
だれもが期待や希望を抱くことができるよ 

うな、時代の変化に対応した場 

「みんなで創ろう」 
行政だけではなく、市民や民間事業者と 

協力して、ともに推進 

3 つの課題にあるとおり、厳しい

状況があるからといって、放って

おくと公共施設が朽ちて危険にな

ります。とはいえ無理に借金する

ことも増税することも現実的では

ありません。 

市では、3 つの課題に対応するた

め、平成 27 年に「小平市公共施設

マネジメント基本方針」を策定し、こ

れからの公共施設の大きなあり方

を示しました。

「小平市公共施設マネジメント

基本方針」では、公共施設マネ

ジメントを推進するための 4 つ

の方針を掲げました。 

ポイント！ 
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時代に求められる価値を考え

ながら、魅力あるサービスの

実現を目指します。 

財政や行政に求められるもの

に見合った施設の量や配置

にします。 

将来世代に大きな財政負担と

ならないように、公共施設に

ついて適正なコスト管理をし

ます。 

施設を長く使えるように、きち

んと修繕など行い大切に使い

ます。 
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持続可能な公共サービスを提供す

るため、人口の減少に合わせた延

べ床面積の縮減を行います。 

市制施行 100 周年に向けて、47 年

間で 20％以上の縮減 

「小平市公共施設マネジメント推進

計画」により、目標耐用年数を迎え

る個別施設の検討をしていきます。 

公民館や地域センターなどの地域

対応施設は拠点化を図り、小学校

へ複合化していきます。 

→小学校を地域の核とした地域

コミュニティの醸成を図ります。 

個別施設を更新する場合、 

基本計画を策定します。 

小平市では、基本計画の策定段階

からワークショップや意見交換会等

を実施し、市民の皆さんと一緒に進

めています。 

1968 年に建築された十三小は、 

建て替えが決まりました。 

学校建て替えの際には、地域学習、

コミュニティ機能を複合化することに

より、“小学校を地域の核”とした地

域コミュニティの醸成を図っていき

ます。

ポイント！ 
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パネルの説明の様子

小平第十三小学校は、教育活動の充実や教育環境の向上を図るとともに、小学校を地域

の核とした地域コミュニティの醸成を図ることを目的として（仮称）十三小地区交流セン

ター※、学童クラブとの複合施設として更新します。

※（仮称）地区交流センターは、地域学習・コミュニティ機能を持つ施設です。

オープンハウスでは、延べ８４名のご来場をいただき、更新に関するコンセプトや整備

方針などの案についてのご意見をいただきました。

今後は、いただいたご意見やアンケート結果を参考に、基本計画の骨子案を策定します。

◆オープンハウスでは、以下の内容のパネルを展示し、説明を行いました。

１．公共マネジメントって何だろう？ 複合化を進める背景等について、説明しました。

２．（仮称）小平第十三小学校等複合施設整備事業 概要（KIDS版含む）

整備コンセプトや整備方針、複合化のイメージ、今後の予定について、紹介しました。

３．現在の十三小を見てみよう 現在の十三小の校舎等を写真で紹介しました。

４．建て替えに関する児童・教職員アンケート結果

現在の十三小の良い点や改善が必要と思うこと、新施設に期待する空間や設備について、

十三小の先生方に行ったアンケートの結果を紹介しました。また、現在の５年生・６年生を

対象に十三小の良いところ、今後残したいもの、新しい学校でやってみたいことなどについ

てのアンケート結果を紹介しました。

５．公共施設の利用者・利用団体ヒアリング結果

令和４年度に小平第十三小学校通学区域内の地域コミュニティ施設において活動している

利用者の方々を対象に開催したヒアリング結果を紹介しました。

６．学校施設の複合化事例 複合化のイメージがしやすいよう、他市の事例を紹介しました。

更新に関するスケジュールや概要は
市のホームページをご覧ください。

１３小マスコット トミー
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●コンセプト
子どもたちが快適に学び、また多世代がつながり高め合う、

地域の拠点となる学校づくりをめざして
★整備方針（小学校）
① 多様な学習活動に柔軟に対応できる学習環境の整備 ② 安全・安心で快適な学校空間の整備
③ 地域を愛し、地域に愛される開かれた学校づくり
★整備方針（（仮称）地区交流センター）
① 新たな活動を生み出す地域コミュニティの拠点 ② 様々な人々が活動しやすい施設づくり

③ 人々の「地域のために」という想いを大切にし、地域貢献や地域還元に役立つ施設づくり

★整備方針（学童クラブ） 子どもが安心して過ごし、様々な交流が図られる施設づくり

新しい小学校に関するコンセプトと整
備方針について
・よい（３３％）・おおむねよい（３７％）

・変更・追加したほうがよい（７％）

・無回答（２３％）

新しい学校の計画における優先度
・安全性について、８９％の方が優先度が

高いとご回答いただきました。

・新しい学習環境への適応性、快適性につ

いて、６０％以上の方が優先度が高いと

ご回答いただきました。

・近隣住環境への影響、環境負荷の低減、

可変性（将来の用途変更や増築への対

応）、公共施設マネジメントの視点（将

来の人口推計に合わせた建物面積の適正

化など）について、優先度が中くらい以

上と回答した方が７０％以上でした。

今の十三小のイメージは
・あかるい、たのしいなどの良いイメージ（６３％）

・くらい、せまいなどの良くないイメージ（０％）

・とくにない・無回答（３７％）

子どもたちや、地域の人と、どんな交流をし
てみたい？
・児童の登下校を見守る、あいさつ（４０％）

・一緒に地域のお祭りの準備（２０％）

・まちの先生となって子どもたちに教える（１７％）

・給食を一緒に食べて交流する（１７％）

・一緒に運動会を行う（１７％）

※複数回答可のため、合計が１００％になりません。

「地域コミュニティ施設」で、
どんな活動やどんな使い方を
してみたい？
・多世代交流サロン（２３％）

・お祭り（２３％）

・語学、学習（１４％）

・卓球（１４％）

・料理（１４％）

・育児、親子交流（１４％）

・パソコン、IT系の学習
（１１％）

※複数回答可のため、合計が

１００％になりません。

オープンハウスのパネル展示について
・よく理解できた（６２％）

・あまり理解できなかった（１８％）

・無回答（２０％）

※アンケートには、合計３５名の方からご回答いただきました。
アンケート結果は、当日会場でいただいたご回答と、二次元コードや市のホー
ムページからWEB上でいただいたご回答を集計したものです。
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